
双曲線の漸近線

以下 ,α >0,う >0と します

双曲線■■ -1こ =1は 2本の漸近線υ=:″

とυ=― :″ もつことは,すでによく知っている
と思います
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入試で出題される漸近線がらみの問題は,たいて

い双曲線が絡んでいます.双曲線のIll近線について

検証してみよう

『漸近線のヒミツ』のプリントでも紹介したよう

に,漸近線は次のように定義されます

tく (漸近線の定義

υ=/(″ )の ″一→∞における漸近線が

υ=π ″十πである
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(″)― (π″+π)}=0が成立する

同様に,″ ―→ 一∞ における漸近線の場合は,

脚1転{/(″)(π″十κ)}=0を考える

教科書では,『極限』の考え方を学ぶ前に双曲線

について学ぶので,漸近線についての考察も曖味な

ままでした (各自で教科書の記載内容を確認してみ

てください 驚くと思いますよ)
今回は,こ の漸近線の定義に基づいて,キチッと完螢こ求めてみれ瀾
■ρlllら¨
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について考 えること

,こ の関数 は双曲線

も上の部分を表 して
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=1の ″軸より

関数υ=:yノ ーα2の漸近線を求めよ

① ″― ∞における漸近線
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このとき,π は,① に220=:を代入して,
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より,
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したがって, υ=:y″ 2-α2の ″―→ ∞ にお

ける漸近線はυ=:″ である.
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このとき,π は,② に物=―:を代入して,

1蟄1{:y″
2_′ _(_:″ +π)}=0

より,
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したがって,υ =:y″2α2の ″一 ∞に

おける漸近線はυ=― 夕 である
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以上の考察により,よ うやく双曲線の漸近線が解

明されました

最初に述べたように,入試で登場する漸近線に関

する問題は双曲線が絡んでくることが非常に多いの

です それを実感するのが次の関数の漸近線です

(1)y=
″
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(2)υ =2″ 十Vノー1

前回のプリント『こんな問題は,や らなくていい

よ』で紹介した問題です ウンザリする計算をして

lul近線を求めましたが,式の内部に双曲線の式が隠

れていることを見抜けば一瞬で答えが分かります

(1)の場合,分母部分が双曲線の式です.分母部

分 y′ +1=υ として変形すると,″2_υ2=_1

となるからです この双曲線の漸近線はυ=±″.
つまり,V′ +1-一 士″ということだから,

~υ =豊

と考えられ,y=7ラ
≒可
の漸近線がy=± 1

なることが予想できます

(2)も 同様 に,式 の後半部分が双曲線の式で

す 後半部分 Vπ2_1=υ として式変形すると,
″2_υ2=1と なるからです この双曲線のlll近線

はυ=±″ つまり,Vノ ー1-一 士″というこ
とだから,

υ=加十y″2_1__y=蹄±″

と考えられ,y=2″十V″2_1の漸近線が,υ =3″
とυ=″ になることが予想されます

驚くべきことに,実際にこれらの予想が正しいの

です !

しかし,テストで「漸近線を求めよ」と問われた

ときに上のような解答をすると確実に減点 (ひ どけ

れば ×)に なると思うので,避 けたほうが良いで

しょう あくまでも検算用として覚えておいてくだ

さい でも,パ ッと式を見たときに「双曲線の式が

兵要望χこじうから, きっと

…

だ」と

考えるのは賢明な思考方法だと思います

珍注 実際問題として大学入試で「漸近線を求め

よ」という問題はまず出題されません だから,あ
んまり深亥」にならなくていいですよ
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